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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 3 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3

事業番号 58 事業名 戸籍住民登録事務 事業区分 □新規 ■継続
担当課 総務課 担当係 総合窓口係

予算区分 款 総務費 項 戸籍住民登録費 目 戸籍住民登録費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

9号補正
12月定例

22,430 △ 836 △ 836 0

補正後 21,594 21,594

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

戸籍法の一部改
正に伴う戸籍シ
ステム改修委託
料・保守料

本籍地以外でも戸籍の取得及び参照を可能とするための作業が令
和４年度となったため減額する。
・戸籍システム副本全件送信作業委託料
　△330千円×1.10＝363千円
・戸籍システム符号取得作業委託料
　△430千円×1.10＝473千円　

△836
国

10/10

合計 △836

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 戸籍副本データ送信作業を令和４年度６月以降に行うことが確定となったため減額するもの。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

 2‐1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3

事業番号 5 事業名 一般管理事務 事業区分 □新規 ■継続
担当課 総務課 担当係 行政総務室
予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目 一般管理費
事業期間 開始 平成16年度 終了 実施主体 ■琴浦町 □その他

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

9号補正
12月定例

64,413 60 0 0 0 0 60

補正後 64,473 64,473

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

報償費

　令和３年度退職予定者増に伴い、記念品予算を増額する。
　　（当初１名⇒４名）

　　20,000円×３名＝60,000円

60 単町

合計 60

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要 　令和３年度退職予定者増に伴い、記念品予算を増額するもの。（当初１名⇒４名）

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

 2‐2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3

事業番号 711 事業名 庁舎管理 事業区分 □新規 ■継続
担当課 総務課 担当係 行政総務室

予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目 一般管理費
事業期間 開始 平成16年度 終了 実施主体 ■琴浦町 □その他

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

9号補正
12月定例

25,585 598 598

補正後 26,183 26,183

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

光熱水費

本庁舎・保健センター分光熱水費が不足する見込のため、増額す
る。
　所用見込額　6,934千円
　原型予算額　6,336千円
　補正要求額　　598千円

598 単町

合計 598

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
本庁舎・保健センター分光熱水費が不足する見込のため、増額するもの。
　【原因】エアコン使用と換気の並行による熱効率低下及び夏の長期化に伴う電気代の増額

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

 2‐3



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

8 1 2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3

事業番号 241 事業名 非常備消防事務経費 事業区分 □新規 ■継続
担当課 総務課 担当係 防災危機管理室
予算区分 款 消防費 項 消防費 目 非常備消防費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

9号補正
12月定例

34,354 1,000 500 500 全国町村会災害対策費用保険500千円

補正後 35,354 335 1,001 34,018

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

時間外勤務手当

　今年度の降雪に備え、職員待機に係る時間外手当を補正する。

　警報に係る第１配備　8名待機
　330,000円（24時間）×3回を想定

1,000
町500

保険500

合計 1,000

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　大雪に係る職員待機等に要する時間外手当

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

 2‐4



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 9

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3

事業番号 1239 事業名 電算管理（総合行政システム） 事業区分 □新規 ■継続
担当課 総務課 担当係 情報政策係

予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目 電算機管理費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

9号補正
12月定例

63,594 5,473 2,846 2,627

補正後 69,067 4,802 6,225 58,040

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

総合行政システ
ム改修

【児童手当システム制度改正対応委託料　847千円】
・令和3年度制度改正（令和4年6月施行）に伴い、特例給付に関す
る所得上限設定や現況届の省略に対応するためにシステム改修を
行う。
・国庫事務費補助金10分の10（847千円）を充当

【健康管理システム制度改正対応委託料　4,625千円】
・健康増進法による各種がん検診の結果情報を標準化した後、マ
イナンバーを利用した全市町村との情報連携に対応するためにシ
ステム改修を行う。
・国庫補助金、1,999千円を充当

5,473

国
（10/10）
（1/2）
（2/3）

合計 5,473

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
児童手当の令和3年度制度改正（令和4年6月施行）に伴うシステム改修を行う。
健診結果の管理項目の標準化対応及びマイナンバーを活用した健診結果の全市町村データ連携に伴うシステム
改修を行う。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 6

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
一般会計

事業番号 15 事業名 光ケーブル施設維持管理事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 企画政策課 担当係 企画担当
予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目 CATV管理費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

9号補正
12月定例

57,140 10,655 2,653 8,002
伝送路移転に係る補償金　2,190千円
自営柱移転に係る補償金　463千円

補正後 67,795 29,473 38,322

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

光ケーブル施設
設備保守委託料

　町光ケーブル保守業務において、当初設計で予定してなかった
大規模な移設等を行ったこと、及びネット新規加入が当初予定し
ていた件数を大きく上回るため、増額するもの。

【ネット工事】新設工事21件分増額　514,700円
　　　　　　　当初　39件　955,900円(1件24,510円)
　　　　　　　10月31日時点　32件　803,550円
　　　　　　　月平均5件×12カ月＝60件（不足見込み：21件分）　
〈件数増加理由〉コロナ禍の影響によりオンライン環境の需要が
増大したこと及び、TCCのｷｬﾝﾍﾟｰﾝによる加入者の増加

【伝送路移転】国道9号線拡幅工事に係る、光ケーブル張り替えを
　　　　　　　伴う大規模移設　3,916,000円
　　　　　　　(うち国補償金2,190,430円、減耗分を控除)

【自営柱関係】自営柱(気象観測装置)撤去　447,700円
　　　　　　　町道歩道整備に係る移設(予定)　463,100円

5,342

単町

その他
(補償金)

防災用自家発電
装置修繕

　停電時に東伯サブセンター設備に電力を供給するための自家発
電装置（鳥取中央有線放送本局横に設置）が、今年7月の定期点検
中に、エンジン部分から発火し使用不能状態となっているため、
修繕するもの。
　現在は一時的に別の自家発電装置に接続し、停電時の電力供給
を補っている。
・平成27年度設置

5,313 単町

合計 10,655

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
・町光ケーブル保守業務において、当初設計では予定していない大規模な業務を行ったこと、及びネット新規
加入が当初見込んでいた件数を大きく上回るため、保守契約を増額するもの。
・停電時に光ケーブル施設の電力を確保するための自家発電装置が故障したため、修繕を行う。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

- 3-1 -



令和 年度 事業説明書
１　基本情報 　一般会計

4 1 4

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3

事業番号 113 事業名 動物愛護 事業区分 □新規 ■継続
担当課 企画政策課 担当係 SDGs担当

予算区分 款 衛生費 項 保健衛生費 目 環境衛生費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

9号補正
12月定例

671 400 200 200

補正後 1,071 400 671

（単位：千円）

細事業等 節 補正内容 補正額 財源

400

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 ・野良猫に関する相談件数の増加に伴い、不妊・去勢手術や地域猫活動事業に対する補助金を計上するもの

補正の内容
飼い主の
いない猫

対策

負担金及
び補助金

○飼い主のいない猫不妊・去勢手術補助金　200千円
・手術対象頭数の増加：20頭分
　10千円/頭×20頭＝200千円
　（当初予算計上：45頭分（450千円）)

○地域猫活動モデル事業補助金　200千円
・野良猫の増加を不妊去勢手術により防ぐとともに、エサ
やり、トイレ管理等のルールを決め、手術後の管理を地域
で実施することで、地域の糞尿被害等近隣トラブルの解決
を図る。
　　実施部落　上法万：20千円/頭×10頭＝200千円

400
県(1/2)
町(1/2)

これまでの
取組状況や
改善点等

- 3-2 -



令和 年度 事業説明書
１　基本情報 　一般会計

4 2 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3

事業番号 120 事業名 リサイクル推進事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 企画政策課 担当係 SDGs担当

予算区分 款 衛生費 項 清掃費 目 じん芥処理費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

9号補正
12月定例

14,414 428 428

補正後 14,842 14,842

（単位：千円）

細事業等 節 補正内容 補正額 財源

SDGｓ推進
事業

委託料

・軟質プラスチック収集運搬・処分委託　428千円
　排出量の増による
　　Ｂ型作業所：34千円（収集）
　　シルバー：181千円（収集）
　　伊藤清掃：110千円（運搬）
　　三光：103千円（処理）

428 単町

合計 428

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 ・軟質プラスチック排出量の増加に伴う収集運搬・処理委託料の増額

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

- 3-3 -



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

5 1 6

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
一般会計

事業番号 191 事業名 国土地籍調査事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 税務課 担当係 地籍調査係
予算区分 款 農林水産業費 項 農業費 目 地籍調査事業費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

9号補正
12月定例

24,681 △ 514 △ 42 △ 21 △ 451

補正後 24,167 10,629 5,313 8,225

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

地籍調査事業
(補助対象分)

筆界等の明確化、公共事業の円滑な実施などのため、地籍調査を
実施する経費である。
（１）委託料の減額　△83千円
　①内容　　地籍調査事業の業務委託料
　②理由　　新型コロナウイルス感染症対策による地権者説明会
　　　　　　中止に伴う事業費の減
　③その他
　　　補助対象事業費総額は変更なし。補助金額は交付決定額か
　　ら変更なしのため歳入は変更なし。
　　　本補正での補助対象経費の減額分は、下記事業の経費(会
　　計年度任用職員報酬)を補助対象経費へ変更し、財源充当額
　　を変更する。
　　ア．歳入　16.2.4.3.1.国土地籍調査事業費補助金
　　イ．財源充当額の増減額　△83千円×3/4≒△63千円
　　　5.1.6.191.国土地籍調査事業(本事業)　△63千円　
　　　5.1.6.1448.会計年度任用職員(税務課)　 63千円

△ 83
国(1/2)
県(1/4)
町(1/4)

地籍調査事業
(補助対象外)

調査結果の活用を図るため、住民・行政機関へデータ等の交付を
行うための地籍管理システム等の維持管理経費などである。
（１）委託料の減額　△416千円
　①内容　　地籍管理データ更新業務委託料
　②理由
　　○R1年度法務局送付した地区について、法務局の登記処理が
　　　伸び、R2年度中の登記完了が見込めない状況であったが、
　　　R2年度中に登記完了となり同年度内に業務完了できたため
　　　（R2登記完了が見込めずR3当初予算化していたが、R2登記
　　　　完了し、R2予算(明許)で執行できたため、R3予算が不用
　　　　となった）
（２）負担金の減額　△15千円
　①内容　　鳥取県国土調査推進協議会負担金
　②理由　　R3総会(R3.8.27書面議決)の負担金額確定に伴う減額

△ 431 単町

合計 △ 514

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　新型コロナウイルス感染症対策による地権者説明会中止に伴う事業費減など不用額の減額を行うものであ
る。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

　R2年度から、一筆地調査（現地調査）受付時に欠席者への電話を行っている。また、H30年度から、現地調
査期間中に未立会者等へ電話・臨戸・通知等による早期対処を行っている。調査成果の法務局送付遅延の一番
の原因は、未立会・未閲覧者の対応に時間を要することである。登記されることで調査成果が活用されるよう
になることから、計画的な法務局送付のため、今後も早期対処・解消に努める。
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

5 1 3

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
一般会計

事業番号 145 事業名 農業振興対策事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 農林水産課 担当係 農林水産振興係

予算区分 款 農林水産業費 項 農業費 目 農業振興費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

9号補正
12月定例

26,847 △ 3,168 △ 2,012 △ 1,156

補正後 23,679 17,727 5,952

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

がんばる農家プ
ラン事業

　ブロッコリープランの取り止め及び事業実績に基づき減額を行
う。
　△3,018千円（支出見込14,200千円－当初予算17,218千円）

【歳入】がんばる農家プラン事業費補助金　△2,012千円

△ 3,018
県(2/3)
町(1/3)

薬用作物等生産
振興対策事業補
助金

　今年度の支出見込額に基づき減額を行う。
　△150千円（支出見込150千円－当初予算300千円）

　　Ｒ３年度支出見込額：150千円（事業費450千円×1/3）
△ 150 単町

合計 63

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　がんばる農家プラン事業について、実施予定者３名のうち１名が事業を取り止めたため減額を行う。
　薬用作物等生産振興対策事業について、実施見込みに基づき減額を行う。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

6－1－1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

5 1 3

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
一般会計

事業番号 164 事業名 野菜振興対策事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 農林水産課 担当係 農林水産振興係

予算区分 款 農林水産業費 項 農業費 目 農業振興費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

9号補正
12月定例

31,426 △ 2,442 △ 1,898 △ 544

補正後 28,984 0 23,478 0 0 5,506

（単位：千円）
細事業等 内容 補正額 財源内訳

鳥取型低コスト
ハウスによる施
設園芸等推進事
業

　入札による対象事業費の減額に伴い、補助金の減額を行う。
（品目：スイカ）
　△2,250千円（所要見込額2,750千円－当初予算額5,000千円）

【歳入】鳥取県型低コストハウスによる施設園芸等促進事業費
　　　補助金　△1,706千円
　　　※事業費に占める資材費率に基づき国･県･町の負担額の
　　　　減額を行う。

△ 2,250
国　△589
県△1,117
町　△544

産地パワーアッ
プ事業（寒冷紗
導入）

　事業の取り止め及び入札による対象事業費の減額伴い、補助金
の減額を行う。（品目：スイカ）
　△192（所要見込額147千円－当初予算額339千円）

【歳入】産地パワーアップ事業費補助金　△192

△ 192 国(10/10)

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　鳥取型低コストハウス建設事業について、入札により対象事業費が下がったため補助金の減額を行う。
　産地パワーアップ事業について、実施予定者２名のうち１名が事業を取り止めたため減額を行う。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

6－1－2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

5 1 3

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
一般会計

事業番号 801 事業名 有害鳥獣対策事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 農林水産課 担当係 農林水産振興係

予算区分 款 農林水産業費 項 農業費 目 農業振興費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

9号補正
12月定例

14,146 △ 51 △ 25 △ 26

補正後 14,095 #REF! 8,303 440 #REF! 5,352

（単位：千円）
細事業等 内容 補正額 財源内訳

合計 △ 51

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　新型コロナウイルス感染拡大により、猟友会の射撃練習が中止となったことに伴う補助金の減額。

鳥獣捕獲者確保
環境整備事業
(射撃環境改善
事業補助金)

　新型コロナウイルス感染拡大により、猟友会の射撃練習が中止
となったことに伴う補助金の減額。
　△51千円（支出見込額0千円－当初予算額51千円）

【歳入】鳥獣捕獲者確保環境整備事業費補助金　△25

△ 51
県(1/2)
町(1/2)

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

6－1－3



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

5 1 3

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
一般会計

事業番号 899 事業名 果樹振興対策事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 農林水産課 担当係 農林水産振興係

予算区分 款 農林水産業費 項 農業費 目 農業振興費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

9号補正
12月定例

29,229 4,725 3,550 1,175

補正後 33,954 29,998 3,956

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

【生産基盤整備対策事業】
○ぶどう園整備に係る経費（かん水施設･ぶどう棚整備分）
　実績見込みによる減額
　△1,000千円（所要見込額7,500千円－既定予算額8,500千円）

【新】
○ぶどう園整備に係る経費（苗木新植分）
　　対　象　認定農業者（農業法人）
　　内　容　苗木の新植　事業費 6,750千円（補助率：県1/2）　
　　面　積　250a（杉下ほか）※目標面積700a、現状面積262a

【歳入】県柿・ぶどう等生産振興事業費補助金　2,375千円
　　　　　かん水施設･ぶどう棚整備分　△1,000千円
　　　　　苗木新植分　3,375千円

△1,000

3,375

県(10/10)

県(10/10)

【新】
【育成促進対策事業】
○新植育成奨励金
　ぶどうの新植を行った農業者に対して育成経費相当額を奨励金
として交付する。
　　2,350千円（94,000円/10a×250a）　 

【歳入】鳥取柿ぶどう等生産振興事業補助金
　　　　　1,175千円（2,350千円×1/2）

2,350 県(1/2)
町(1/2)

合計 4,725

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　ワイナリー事業と併せて町内における醸造用ぶどうの栽培を推進するため、農業法人に対してぶどう園整
備に係る経費を支援する。

補正の内容

醸造用ぶどう生
産拡大事業

これまでの
取組状況や
改善点等

6－1－4



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

5 1 3

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
一般会計

事業番号 1138 事業名 経営所得安定対策推進事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 農林水産課 担当係 農林水産振興係

予算区分 款 農林水産業費 項 農業費 目 農業振興費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

9号補正
12月定例

4,592 △ 200 △ 200 0

補正後 4,392 4,350 42 0 農業再生協議会事務負担金 42千円

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

経営所得安定対
策等推進事業

　農業再生協議会の事業実施見込額の減額に伴い、補助金の減額
を行う。
　△200千円（所要見込額4,350千円－当初予算額4,550千円）

【歳入】県経営所得安定対策事業費補助金　△200千円

△ 200 国(10/10)

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　農業再生協議会の事業実施見込額の減額に伴い、補助金の減額を行う。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

6－1－5



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

5 1 3

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
一般会計

事業番号 1139 事業名 農業後継者育成対策事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 農林水産課 担当係 農林水産振興係

予算区分 款 農林水産業費 項 農業費 目 農業振興費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

9号補正
12月定例

46,203 870 869 1

補正後 47,073 18,601 5,000 0 23,472 ふるさと未来夢基金　5,000千円

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

農業次世代人材
投資資金

　次世代人材投資資金の国の追加配分に伴い、後期分支給額の増
額を行う。
　869,619円（所要見込額5,250,000円－予算現額4,380,381円）

〔後期分支払予定額〕
　継続分　750千円×4人＝3,000千円
　新規分　750千円×3人＝2,250千円
　　　　　　　　　計　　5,250千円

【歳入】
　農業次世代人材投資資金　869千円

870 国(10/10)

合計 870

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　農業次世代人材投資資金の国の追加配分に伴い、後期分支給額の増額を行う。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

6－1－6



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

5 1 3

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
一般会計

事業番号 1237 事業名 農地中間管理事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 農林水産課 担当係 農林水産振興係

予算区分 款 農林水産業費 項 農業費 目 農業振興費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

9号補正
12月定例

8,710 △ 6,040 △ 6,040 0

補正後 2,670 1,500 70 1,100 農地中間管理事業委託金　70千円

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

農地中間管理機
構集積協力金

　新たに担い手に対象農地の１割以上を集積するなどの要件を満
たす地域が無かったため、地域集積協力金の減額を行う。
　△6,040千円（所要見込額400千円－当初予算額6,440千円）

　※残額400千円については、全ての農地を中間管理機構に貸出
　　するなどした場合の経営転換協力金に対応するもの。

【歳入】機構集積協力金交付事業費補助金　△6,040千円

△ 6,040 県(10/10)

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　地域集積協力金の交付要件を満たす地域が無かったことに伴う補助金の減額。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

6－1－7



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

5 1 4

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

　

3
一般会計

事業番号 175 事業名 畜産振興対策事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 農林水産課 担当係 農林水産振興係

予算区分 款 農林水産業費 項 農業費 目 畜産業費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

9号補正
12月定例

361,724 △ 22,906 △ 15,031 △ 7,875

補正後 338,818 328,861 9,957

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

琴浦町乳牛品評
会出品奨励事業

　コロナ禍の影響により品評会が中止となったことに伴い補助金
の減額を行う。

　実施主体：琴浦町酪農組合
　補正金額：△210千円（支出見込額0千円－当初予算額210千円）

△ 210 単町

琴浦町優良種牝
牛飼育奨励事業
報償金

　交付対象牛が無かったことに伴い報償金の減額を行う。

　報償金額：150千円/頭
　補正金額：△150千円（支出見込額0千円－当初予算額150千円）

△ 150 単町

鳥取和牛振興計
画推進事業費補
助金

 鳥取和牛振興
 総合対策事業
（担い手の増頭
 に対する緊急
 支援）

　国事業を活用した残額に対して県・町で補助を行うよう事業内
容が見直され県・町の負担額が減ったことなどにより、不用額に
ついて減額を行う。

　実施主体：ＪＡ鳥取中央
　補正金額：△22,546千円
　　　　　　（支出見込額9,854千円－当初予算額32,400千円）

【歳入】鳥取和牛振興対策事業費補助金　△15,031千円

△ 22,546
県(2/3)
町(1/3)

合計 △ 22,906

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要

　新型コロナウイルス感染拡大により乳牛品評会が中止されたことに伴う補助金の減額。
　琴浦町優良種牝牛飼育奨励事業報償金の対象牛がなかったことに伴う報奨金の減額。
　和牛の増頭に係る補助金については、国事業を優先するよう事業内容が見直されたことに伴い県・町の負担
額が減ったことなどにより、不用額について減額を行う。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

6－1－8



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

5 1 5

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

【歳入】
　○県支出金 千円

森藤地区換地業務委託（県→町）
うち233千円は、技術者賃金として人件費に充当

3
一般会計

事業番号 1413 事業名 農地中間管理機構関連農地整備事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 農林水産課 担当係 農村整備係

予算区分 款 農林水産業費 項 農業費 目 農地費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

9号補正
12月定例

9,000 743 654 89

補正後 9,743 654 8,100 989

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

森藤地区換地業
務委託料

　森藤地区の一時利用指定のための換地業務を委託する。

　　事業費　　520千円
　　事業内容　森藤地区の一時利用指定図の作成
　　事業量　　Ａ＝6.1ha

520

換地委員報奨金
　森藤地区の換地に係る地元との協議に係る報奨金。

　　換地委員報奨金　6,800円×18人
123

消耗品費 　森藤地区の換地に係る消耗品。 11

県営農地集積加
速化農地整備事
業（森藤地区）
負担金

　県営農地集積加速化農地整備事業（森藤地区）負担金。

　　事業費　　89千円
　　事業内容　森藤地区換地業務委託に係る費用負担。
　　負担割合　国62.5％、県27.5％、町10％、地元0％

89 単町

合計 743

887

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　県営農地集積加速化農地整備事業（森藤地区）の工事完成後の一時利用指定のため、換地業務に必要な費
用の増額を行う。

県(10/10)

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

6－1－9



令和 年度 事業説明書
１　基本情報 　一般会計

5 2 2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

　

3

事業番号 200 事業名 森林整備促進事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 農林水産課 担当係 農林水産振興係

予算区分 款 農林水産業費 項 林業費 目 林業振興費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

9号補正
12月定例

8,436 260 260

補正後 8,696 3,404 5,292

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

森林作業路網災
害復旧対策事業
費補助金

　令和３年７月豪雨等により路面流出等の被害を受けた森林作業
道等の復旧に要する経費について、県中部は被害が甚大であった
ことから、他市町と同様に補助率を嵩上げして補助する。
　260千円（所要見込額3,510千円－予算現額3,250千円）

　実施主体：鳥取県中部森林組合
　事 業 費：3,900千円　森林作業道大藤線　3,000千円
　　　　　　　　　　　 林業専用道トギヤマ東谷線　900千円
　補 助 率：9/10（県1/2、町2/5※）
　補助金額：3,900千円×9/10＝3,510千円

　※町補助率を1/3から2/5に嵩上げ　

260 単町

合計 260

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　令和３年７月豪雨等により路面流出等の被害を受けた森林作業道等の復旧に要する経費について、県中部の
被害状況を考慮し、他市町と同様に補助率を嵩上げして補助する。

事業の内容
(どうやって)

これまでの
取組状況や
改善点等

6－1－10



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

5 1 5

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

【歳入】
　○起債 千円

34,650千円×100％≒34,600千円（10万円未満切捨て）

3
一般会計

事業番号 1566 事業名 田越・笠見地区浸水対策事業 事業区分 ■新規 □継続
担当課 農林水産課 担当係 農村整備係

予算区分 款 農林水産業費 項 農業費 目 農地費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

9号補正
12月定例

0 34,650 34,600 50

補正後 34,650 34,600 50

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

【新】委託料

　田越・笠見地区の浸水対策を実施していくため、
　　①元旧川上流農業用排水路の改修
　　②田越地区放水路新設
　に係る用地測量及び詳細設計業務に必要な経費の増額を
行う。

　①田越・笠見地区浸水対策事業（農業用排水路改修）
　　測量設計業務委託料　　　　　　　　　　21,450千円

　②田越・笠見地区浸水対策事業（田越地区放水路新設）
　　測量設計業務委託料                    13,200千円

34,650 起債34,600

合計 34,650

34,600
緊急自然災害防止対策事業債(充当率：100%、交付税算入率：70％）

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 田越・笠見地区の浸水対策を実施していくため、必要な経費の補正を行うもの。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

6－1－11



田越南沈砂地ため池

Ａ．田越南沈砂地ため池底樋修繕

Ｂ．田越地区樋門改修工事

Ｃ．田越地区放水路新設工事

Ｄ．元旧川上流水路土砂撤去工事（R3）

Ｅ．農業用排水路改修工事

Ｆ．八橋東田井井手土砂吐け樋門整備工事（R3）

Ｇ．八橋東田井井手樋門新設工事元旧川

Ｃ
Ｊ
Ｒ

Ｇ
Ｆ

Ａ

Ｂ

一里松
田 越

笠 見
Ｄ

【事業目的】農地及び周辺地域の浸水被害防止のため、平成30年台風24号豪雨で溢水した水路等の対策事業を行う。

洗 川

　【1566】田越・笠見地区浸水対策事業　実施計画ロードマップ　
(農林水産課)

L水路
A水路

対策事業　／　スケジュール Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 備考（対策目的）

ハード
対策

Ａ． 田越南沈砂池ため池底樋修繕 計画協議
底樋修繕

　 　 　  Ａ水路上流域の洪水調整

　 事業申請 　 　 　 　

Ｂ． 田越地区樋門改修工事 計画協議 詳細設計
樋門改修

　 　  B水路_取水樋門の水密性を確保

　 事業申請 　 　 　

Ｃ． 田越地区放水路新設 計画協議
詳細設計

13,200千円
用地・補償 樋門新設 放水路新設

 Ｂ水路_流入水を洗川へ排水

　 事業申請 　

Ｄ． 元旧川上流水路土砂撤去
土砂撤去　

　 　 　 　  Ａ水路_現況通水断面の確保

　 　 　 　 　 　

Ｅ． 農業用排水路改修 計画協議 詳細設計　
21,450千円

用補・Ｌ分水改良 水路改修 水路改修(完成)
 Ｌ水路の排水能力を最大限発揮

※L水路分水改良含む。 事業申請 Ａ水路_拡幅･改良による流下能力向上

Ｆ． 八橋_東田井井手_土砂吐け樋門整備
樋門整備

　 　 　 　  Ｃ水路_流入水を洗川へ放水

　 　 　 　 　 　

Ｇ． 八橋_東田井井手_樋門新設　 計画協議　
詳細設計 用補・樋門新設

　 　  Ｃ水路_取水樋門の水密性確保

　 事業申請　 　 　

ソフト
対策

○ 連絡体制  ・大雨予想時の連絡体制を整備 　

○ 堰板設置及び樋門操作  ・大雨予想時の樋門、堰板管理を徹底 　

○ 水路清掃  ・水路清掃（泥上げ、草取り、ゴミ拾い）を定期的に実施 　

Ｅ

B水路



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

12 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

　

3

事業番号 648 事業名 国県支出返納金 事業区分 □新規 ■継続
担当課 農林水産課 担当係 農林水産振興係

予算区分 款 諸支出金 項 諸費 目 国県支出金返納金

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

9号補正
12月定例

107 71 71 0 地元組織からの返納金　71千円

補正後 178 71 107 地元組織からの返納金　71千円

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

多面的機能支払
交付金返還金

　令和2年度末に事業期間の終期迎えた組織の資源向上支払交付
金（長寿命化）については再認定による年度持越しができないた
め、返還を要するもの。

※町返還額については現年度交付金へ充当
　　23,598円（組織返還額94,387円－国県返還額70,789円）

71
その他

71

合計 71

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　多面的機能支払交付金に係る国及び県交付金の過年度交付金について返還を行う。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

うち国･県返還額

大父地区農地・水保全会 94,341円 70,755円

大熊地区農地・水・環境保全会　 46円 34円

合　計 94,387円 70,789円

組織名 組織返還額

 6－1－12



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

3 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
一般会計

事業番号 651 事業名 国保財政基盤強化対策繰出金 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 保険係
予算区分 款 民生費 項 社会福祉費 目 社会福祉総務費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

9号補正
12月定例

145,077 514 186 648 △ 320

補正後 145,591 17,442 53,743 0 0 74,406

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

基盤安定
(保険税軽減分)

今年度の算定結果に伴う増額を行うもの 740
県3/4
町1/4

基盤安定
(保険者支援分)

今年度の算定結果に伴う増額を行うもの 374
国1/2
県1/4
町1/4

その他
（法定外）

コロナ減免分にかかる県交付金（特別調整交付金分）の補助率増
（2割補助→4割補助）に伴う繰入金の減額を行うもの。

△ 600 単町

合計 514

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　今年度の算定結果に伴う基盤安定繰入の増額するもの。また、保険税のコロナ減免分について、県交付金の
補助率増に伴い、その他繰入（法定外）の減額を行うもの。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

7-1-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

3 1 12

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
一般会計

事業番号 866 事業名 後期高齢者医療事務 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 保険係
予算区分 款 民生費 項 社会福祉費 目 後期高齢者医療費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

9号補正
12月定例

323,428 △ 2,809 △ 2,107 △ 702

補正後 320,619 44,532 7,637 268,450

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

操出金

歳出
　操出金　△2,809,000円
　(令和3年度確定額59,377,000円-令和3年度予算現額62,186,000
円)
歳入
　保険基盤安定県負担金　△2,107,000円
　(操出金△2,809,000円×県負担率3/4)

△ 2,809 県(3/4)

合計 △ 2,809

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　令和3年度保険料等負担金(基盤安定制度分)の額の確定に伴い、歳入歳出予算を補正するもの。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

7-1-2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
一般会計

事業番号 104 事業名 予防接種 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 健康推進係

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

9号補正
12月定例

16,801 △ 4,550 △ 1,872 △ 2,678

補正後 12,251 756 100 11,395

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

成人風しん定期
予防接種

令和4年度延長に伴うクーポン券作成発送にかかる経費
342,400円
　印刷製本費　165円×1,500部
　通信運搬費　73円×1,300人

令和3年度実績に伴う減　△4,893,000円
　抗体検査委託料　 △3,946,000円（720人⇒225人）
　予防接種委託料　 　△778,000円（130人⇒60人）
　費用決済手数料　   △169,000円（850人⇒285人）

△ 4,550

国補助1/2
（予防接
種にかか
る経費は
除く）

合計 △ 4,550

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
予防接種法に基づく成人風しん定期予防接種（第5期）の事業完了年度が令和4年度末に延長されることに伴う
経費の計上及び実績に伴う精査

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

7-1-3



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

12 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
一般会計

事業番号 1169 事業名 国県返納金 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 高齢福祉係
予算区分 款 諸支出金 項 諸費 目 国県支出金返納金

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

9号補正
12月定例

2,649 491 0 0 0 0 491

補正後 3,140 0 0 14 0 3,126

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

返還金

令和2年度疾病予防対策事業費補助金（新型コロナウイルス感染症
の流行下における一定の高齢者等への検査助成事業）（令和2年度
予備費分）返還金。
交付決定額500,000ー実績額9,000円＝返還額491,000円

491

合計 491

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
令和2年度疾病予防対策事業費補助金（新型コロナウイルス感染症の流行下における一定の高齢者等への検査助
成事業）（令和2年度予備費分）返還金

補正の内容

7-1-4



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
国民健康保険特別会計

事業番号 事業名 保険給付費 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 保険係
予算区分 款 保険給付費 項 目

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

3号補正
12月定例

1,491,112 100 △ 2,900 2,900 100 第三者納付金2,900千円

補正後 1,491,212 0 1,483,340 5,872 0 2,000

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

療養給付費
療養費

　今年度の実績から今後の執行見込を算出し、予算の組み換えを
行うもの。
　療養給付費▲2,500千円
　療養費　　　2,500千円

0 県支出金

葬祭費
　今年度の実績から今後の執行見込を算出し、予算の増額を行う
もの。@20,000円×5人

100 一般財源

合計 100

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　今年度の実績から今後の執行見込額を算出し、予算の組み換え等を行うもの。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

7-2-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

6

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
国民健康保険特別会計

事業番号 事業名 保健事業費 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 保険係
予算区分 款 保健事業費 項 目

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

3号補正
12月定例

21,755 △ 307 △ 306 △ 1

補正後 21,448 0 9,906 0 0 11,542

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

特別調整交付金
申請事業

　特別調整交付金の結核・精神分の試算の結果、交付要件を満た
さない可能性が高いことが判明したため、交付申請に向けた医療
費データの抽出業務の実施を見送り、予算を減額する。

△ 307 県支出金

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　特別調整交付金の結核・精神分の試算の結果、交付要件を満たさない可能性が高いことが判明したため、事
業実施を見送り、予算を減額するもの。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

7-2-2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
国民健康保険特別会計

事業番号 事業名 その他国保に関する事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 保険係
予算区分 款 項 目

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

3号補正
12月定例

539,378 1,015 600 514 △ 99

保険基盤安定繰入金（保険税軽減
分）
740千円
〃（保険者支援分）374千円
その他(法定外)繰入金▲600千円

補正後 540,393 601 19,225 145,072 0 375,495

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

予備費
　基盤安定繰入金の算定結果により生じた剰余金等を予備費に計
上する。

1,015 一般財源

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　基盤安定繰入金の算定結果により生じた剰余金等を予備費に計上する。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

7-2-3



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
後期高齢者医療特別会計

事業番号 事業名 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 保険係
予算区分 款 項 目

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

2号補正
12月定例

226,562 △ 2,809 △ 2,809 0

補正後 223,753 60,978 162,775

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

負担金

歳入
　保険基盤安定繰入金　△2,809,000円
　(令和3年度確定額59,377,000円-令和3年度予算現額62,186,000
円)
歳出
　負担金　△2,809,000円
　(令和3年度確定額59,377,000円-令和3年度予算現額62,186,000
円)

△ 2,809 一般財源

合計 △ 2,809

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　令和3年度保険料等負担金(基盤安定制度分)の額の確定に伴い、歳入歳出予算を補正するもの。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

7-4-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

3 1 9

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
会計

事業番号 1311 事業名 療養介護医療費事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 福祉あんしん課 担当係 障がい福祉係
予算区分 款 民生費 項 社会福祉費 目 障がい者福祉費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

9号補正
12月定例

10,808 200 100 50 50

補正後 11,008 5,500 2,750 2,758

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

療養介護医療給
付費

○療養介護医療給付費　増額　200千円
給付費の増加(見込み含む)に伴う増額
見込額11,000千円－予算額10,800千円＝200千円

200
国1/2
県1/4
町1/4

合計 200

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 療養介護医療給付費の増加が見込まれることに伴う増額

補正の内容

 8-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

3 3 2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
一般会計

事業番号 1133 事業名 生活保護扶助事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 福祉あんしん課 担当係 生活支援係
予算区分 款 民生費 項 生活保護費 目 生活保護扶助費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

9号補正
12月定例

162,482 0 121,149 2,300 500 38,533

補正後 162,482 121,149 2,300 500 38,533

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

生活扶助
○生活扶助費　減額　7,000千円
　見込みに伴う減額
　見込額58,924千円 － 予算額65,924千円 ＝ △7,000千円

△ 7,000
国(3/4)
町(1/4)

医療扶助
○医療扶助費　増額　5,000千円
　見込みに伴う増額
　見込額94,004千円 － 予算額89,004千円 ＝ 6,000千円

5,000
国(3/4)
町(1/4)

介護扶助
○介護扶助費　増額　2,000千円
　見込みに伴う増額
　見込額9,104千円 － 予算額7,104千円 ＝ 2,000千円

2,000
国(3/4)
町(1/4)

合計 0

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 生活扶助費の減額及び医療・介護扶助費の増額が見込まれることに伴う予算の組替

補正の内容

 8-2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

12 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
一般会計

事業番号 661 事業名 国県返納金 事業区分 □新規 ■継続
担当課 福祉あんしん課 担当係
予算区分 款 諸支出金 項 諸費 目 国県支出金

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

9号補正
12月定例

0 53,052 53,052

補正後 53,052 0 53,052

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

令和２年度障害
者自立支援給付
費国庫負担金返
納金

不用額があったため返還する。
返還金17,193,561円
【受入額257,490,400円-所要額240,296,839円】

17,194 単町

令和２年度障害
児入所給付費等
国庫負担金及び
入所医療費返納
金

不用額があったため返還する。
返還金2,293,671円
【受入額10,110,000円-所要額7,816,329円】

2,294 単町

令和２年度鳥取
県障害者自立支
援給付費負担金
返納金

不用額があったため返還する。
返還金8,596,781円
【受入額128,745,200円-所要額120,148,419円】

8,597 単町

令和２年度鳥取
県障害児通所給
付費等負担金返
納金

不用額があったため返還する。
返還金1,146,836円
【受入額5,055,000円-所要額3,908,164円】

1,147 単町

令和２年度鳥取
県地域生活支援
事業費等補助金
返納金

不用額があったため返還する。
返還金620,000円
【受入額4,995,000円-所要額4,375,000円】

620 単町

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要 国県支出金の返納
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特別支援学校等
の臨時休業に伴
う放課後等デイ
サービス支援事
業補助金（令和
2年3月分）返還
金

不用額があったため返還する。
返還金67,557円
【受入額102,690円-所要額35,133円】

68 単町

令和2年度学校
臨時休業を伴う
放課後等デイ
サービス支援事
業補助金返還金

不用額があったため返還する。
返還金620,892円
【受入額621,000円-所要額108円】

621 単町

令和２年度障害
者自立支援給付
支払等システム
事業返還金

不用額があったため返還する。
返還金572,000円
【受入額1,028,000円-所要額456,000円】

572 単町

令和２年度生活
保護費国庫負担
金返納金

不用額があったため返還する。
返還金18,989,458円
【受入額129,107,155円-所要額110,117,697円】

18,990 単町

令和２年度生活
困窮者自立相談
支援事業費国庫
負担金返納金

不用額があったため返還する。
返還金945,220円
【受入額3,293,228円-所要額2,348,008円】

946 単町

令和２年度生活
困窮者自立相談
支援事業費国庫
補助金返納金

不用額があったため返還する。
返還金138,000円
【受入額1,762,000円-所要額1,624,000円】

138 単町

令和２年度母子
家庭等対策総合
支援事業費国庫
補助金（ひとり
親世帯世帯臨時
特別給付金）

不用額があったため返還する。
返還金1,865,000円
【受入額26,082,000円-所要額24,217,000円】

1,865 単町

合計 53,052

補正の内容
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

3 2 2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
一般会計

事業番号 369 事業名 しらとりこども園 事業区分 □新規 ■継続
担当課 子育て応援課 担当係 こども未来係
予算区分 款 民生費 項 児童福祉費 目 保育所運営費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

9号補正
12月定例

19,689 3,367 2,859 508 委託料（改修工事設計）の増額

補正後 23,056 2,859 20,197

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

【新】しらとり
こども園エアコ
ン改修工事設計
業務

しらとりこども園エアコン改修工事に伴う設計業務費用の増額。

　対象：保育室６部屋

　事業費：設計委託料  3,367千円

3,367
国補助
2,859

合計 3,367

　　　【エアコン改修対象保育室６部屋】

　●現状
　　・園舎新設時（平成26年4月開設）に、保育室にパネル式冷暖房装置を設置
　　　職員室、休日保育室、調理室、絵本コーナー等にはエアコンを設置
　　　　※パネル式冷暖房装置…冷水や温水を直接パネル内に通し、その輻射（冷輻射・温輻射）により
　　　　  室内を冷やしたり暖めたりする装置
　　・特に夏季の保育室内は高温となり温度調整に効果が現れない。
　　　また、機器内循環液の減少等、冷暖房装置の不調も続いている。
　●対策
　　・パネル式冷暖房装置撤去
　　・エアコンを設置
　　　※新型コロナウイルス感染症対策として送風により効率よい室内換気を行う。

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　既設のパネル式冷暖房装置が不良のため、既設設備を撤去し、新型コロナウイルス感染症対策として、室内
の空気の流れをつくり、効率的に換気が行えるエアコンを新たに設置するための設計を行う。

これまでの
取組状況や
改善点等

▼これまでの対応状況
・平成27年 施工業者によりルームエアコン設置（各部屋10畳用1台）

補正の内容

２歳児 １歳児

４歳児 ３歳児
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

3 2 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
一般会計

事業番号 576 事業名 放課後健全育成事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 子育て応援課 担当係 こども未来係
予算区分 款 民生費 項 児童福祉費 目 児童福祉総務費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

9号補正
12月定例

8,893 111 0 0 0 0 111 補助額の増額

補正後 9,004 9,004

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

放課後健全育成
補助金

しおかぜクラブ（赤碕保育園）補助金
補助基準額変更に伴う補正

交付予定額　　　5,928千円
既定予算額　　　5,817千円
不足額　　　　　　111千円

111
国（1/3）
県（1/3）
町（1/3）

合計 111

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 子ども・子育て支援交付金基準額の変更による補助額の増額。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

9－2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

12 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
一般会計

事業番号 1365 事業名 国県返納金 事業区分 □新規 ■継続
担当課 子育て応援課 担当係
予算区分 款 諸支出 項 諸費 目 国県支出金返納金

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

9号補正
12月定例

0 3,931 3,931 返納金の増額

補正後 3,931 3,931

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

令和2年度小児
慢性特定疾病児
童日常生活用具
給付事業返納金

交付決定額（概算払い） 31千円
実績額　　　　　　　　　  0円
県返納金額　　　　　　 31千円

31 単町

令和元年度保育
対策総合支援事
業費補助金返納
金

交付決定額（概算払い）407千円
実績額　　　　　　　　376千円
県返納金額　　　　　　 31千円

31 単町

令和2年度子ど
も・子育て支援
体制整備総合推
進事業費補助金
返納金

交付決定額（概算払い）72千円
実績額　　　　　　　　70千円
県返納金額　　　　 　　2千円

2 単町

令和2年度子ど
も・子育て支援
交付金（国）返
納金

交付決定額（概算払い）20,067千円
実績額　　　　　　　　18,520千円
県返納金額　　　　　　 1,547千円

1,547 単町

令和2年度子ど
も・子育て支援
交付金（県）返
納金

交付決定額（概算払い）20,067千円
実績額　　　　　　　　18,520千円
県返納金額　　　　　　 1,547千円

1,547 単町

令和2年度子ど
ものための教
育・保育給付費
県負担金返納金

交付決定額（概算払い）49,873千円
実績額　　　　　　　　49,636千円
県返納金額　　　　　　 　237千円

237 単町

令和2年度児童
福祉施設等新型
コロナウイルス
感染症支援補助
金（県）返納金

交付決定額（概算払い）9,000千円
実績額　　　　　　　　8,806千円
県返納金額　　　　　　  194千円

194 単町

令和2年度子育
てのための施設
等利用給付交付
金（国）返納金

交付決定額（概算払い）　512千円
実績額　　　　　　　　　497千円
県返納金額　　　　　　   15千円

15 単町

令和2年度子育
てのための施設
等利用給付交付
金（県）返納金

交付決定額（概算払い）　256千円
実績額　　　　　　　　　248千円
県返納金額　　　　　　    8千円

8 単町

令和2年度母子
保健衛生費国庫
補助金返納金

交付決定額（概算払い）　780千円
実績額　　　　　　　　　461千円
国返納金額　　　　　　  319千円

319 単町

合計 3,931

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 国県支出金の返納

補正の内容

9－3



令和 年度 事業説明書
１　基本情報 　一般会計

7 5 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3

事業番号 237 事業名 住宅管理事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 建設住宅課 担当係 住宅係
予算区分                                                                                                                                         土木費 項 住宅費 目 住宅管理費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

9号補正
12月定例

23,595 1,400 1,400

補正後 24,995 940 19,805 4,250

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

維持管理費

町営住宅の維持管理修繕の増額を見込んで修繕料を増額する。
　2,926千円　-　1,526千円　＝　1,400千円
（今後の見込額）　（現行予算残額） 1,400 単町

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 町営住宅の維持管理費（修繕費）を増額する。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

10-1-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報 　一般会計

12 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3

事業番号 650 事業名 国県支出金返納金 事業区分 □新規 ■継続
担当課 建設住宅課 担当係 地域整備室、住宅係
予算区分 款 諸支出金 項 諸費 目 国県支出金返納金

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

9号補正
12月定例

244 2,686 2,686

補正後 2,930 0 0 0 0 2,930

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

返納金

令和2年度公共土木施設災害復旧事業（30年災）について、成功認
定の結果に基づき、国庫への返納を行う。
　8,808,802円（既受領額）－6,123,460円（確定額）
　　＝2,685,342円（返納額）

2,686 単町

合計 2,686

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　返納金　増額2,686円

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

10-1-2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

4 1 4

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
一般会計

事業番号 114 事業名 斎場管理 事業区分 □新規 ■継続
担当課 上下水道課 担当係 分庁総合窓口係
予算区分 款 衛生費 項 保健衛生費 目 環境衛生費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

9号補正
12月定例

6,799 336 0 0 0 0 336

補正後 7,135 7,135

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

負担金

○ふるさと広域連合負担金（斎場使用）
　琴浦町民が鳥取中部ふるさと斎場を使用した事により、負担金
を支払うため。
　＠28,000円×12件

336

合計 336

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 琴浦町民が鳥取中部ふるさと斎場を使用したため負担金を支払う。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

11-1-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報 　一般会計

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3

事業番号 641・639 事業名 農業集落排水事業繰出金、公共下水道事業繰出金 事業区分 □新規 ■継続
担当課 上下水道課 担当係 下水道係
予算区分 款 項 目

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

9号補正
12月定例

544,605 80 80

補正後 544,685 544,685

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

下水道事業
特別会計繰出金

人件費増による繰出金の増 80 単町

合計 80

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
９号補正
　人件費増による繰出金の増

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

11-1-2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報 　一般会計

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3

事業番号 706・640 事業名 農業集落排水事業及び下水道事業推進基金積立金 事業区分 □新規 ■継続
担当課 上下水道課 担当係 下水道係
予算区分 款 項 目

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

9号補正
12月定例

10,490 0 0 0

補正後 10,490 10,488 2 特別会計繰入金

（単位：千円）

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

特環（赤碕処理区） △ 50 0 0 △ 50 0 0

公共（東伯処理区） 50 0 0 50 0 0

合計 0 0 0 0 0 0

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
９号補正
　特定環境保全事業・公共下水道事業の事業費等の補正に伴う繰入金の増減

細事業等 内容
今回

補正額

受益者負担金の
積立
・下水道事業

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

1 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
下水道事業特別会計

事業番号 595・600 事業名 特定環境保全事業・公共下水道事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 上下水道課 担当係 下水道係
予算区分 款 下水道費 項 下水道費 目 下水道整備費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

3号補正
12月定例

233,832 29 0 0 0 0 29

補正後 233,861 75,860 0 20,950 117,600 19,451

（単位：千円）

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

特環（赤碕処理区） 2,500 1,250 0 50 1,200 0

公共（東伯処理区） △ 2,471 △ 1,250 0 △ 50 △ 1,200 29

小計 29 0 0 0 0 29

特環（赤碕処理区） △ 50 0 0 △ 50 0 0

公共（東伯処理区） 50 0 0 50 0 0

小計 0 0 0 0 0 0

合計 29 0 0 0 0 29

項目 補正前
今回

補正額
備考

細事業等 内容
今回

補正額

下水道施設の
整備事業

一般会計繰出金

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の概要

３号補正
　595　特定環境保全事業（2,450千円）
　　委託料　　　　：台帳作成委託料の実績見込みによる減
　　　　　　　　　　積算委託件数減少による減
　　工事請負費　　：管渠整備に伴い、舗装本復旧の精査を行ったことによる増
　　水道移転補償金：松ケ丘団地管渠整備延長が減少したことによる減
　　一般会計繰出金：整備事業に充当する負担金の増加による減

　600　公共下水道事業（△2,421千円）
　　職員手当等　　：見込み誤りによる増
　　委託料　　　　：台帳作成委託料の実績見込みによる減
　　　　　　　　　　積算委託件数増加による増
　　工事請負費　　：管路工事等の実績見込みによる減
　　水道移転補償金：実績見込みによる増
　　一般会計繰出金：整備事業に充当する負担金の減少による増

　上記事業費の増減に伴う、特環・公共の財源組替
　上記人件費の増に伴う、一般会計繰入金の増

補正の内容
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
下水道事業特別会計

事業番号 493・494・630 事業名 東伯処理区・赤碕処理区・予備費 事業区分 □新規 ■継続
担当課 上下水道課 担当係 下水道係
予算区分 款 項 目

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

3号補正
12月定例

127,317 51 51 0

補正後 127,368 97,740 6,600 23,028

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

下水道施設の
維持管理

赤碕処理区　人件費 51 使用料

合計 51

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
３号補正
　見込み誤りによる増
　通勤経路変更による増

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 1.2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
下水道事業特別会計

事業番号 496・497 事業名 事業債償還元金・事業債償還利子 事業区分 □新規 ■継続
担当課 上下水道課 担当係 下水道係
予算区分 款 公債費 項 公債費 目 元金・利子

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

3号補正
12月定例

419,628 0 △ 51 51

補正後 419,628 85,810 333,818

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

事業債償還利子 赤碕処理区 0
使用料
繰入金

合計 0

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
３号補正
　使用料を財源とする維持管理費の人件費が増額したことに伴う財源組替

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
水道事業会計

事業番号 事業名 水道事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 上下水道課 担当係 上水道係
予算区分 款 資本的支出 項 目

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

3号補正
12月定例

325,712 7,700 2,664 △ 1,369 6,405
下水道工事負担金　△1,925千円
消火栓新設工事負担金　556千円　

補正後 333,412 2,664 2,531 136,000 192,217
下水道工事負担金    1,975千円
消火栓新設工事負担金  556千円　

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

上水道配水管
布設替工事

県道橋梁工事（杉下橋）に伴い、水道管の布設替え工事を行う。
　杉下橋地区R3-3工区(施工延長L=93.4m)

7,700
県負担金
2,664

合計 7,700

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 ・県道橋梁工事（杉下橋）に伴い、布設替工事を行う。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3

事業番号 1155 事業名 国県支出金返納金 事業区分 □新規 ■継続
担当課 人権・同和教育課 担当係 同和対策係

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

9号補正
12月定例

0 436 436

補正後 436 436

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

国県支出金返納
金

令和2年度隣保館運営費等補助金の額の確定に伴い、補助金の返還を行う
もの。

436 単町

合計 436

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要
令和2年度隣保館運営費等補助金の額の確定に伴い、補助金の返還を行うもの。
補助対象事業費（人件費、報償費等）の精査による減額 △４３６，０００円

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

例年は次年度の３月末に補助金の額の確定が行われるため、３月補正で対応していたが、今年度は年内に額の確定が
行われると県から連絡があったため、１２月補正での要求を行うもの。
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